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３号機の原子炉圧力及び格納容器圧力の
挙動について(3)

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会第15回会合

資料3

東京電力福島第一原子力発電所事故対策室
星 陽崇
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3号機のPCV圧力
事故後は、PCVベントによってPCV圧力が低下したと判断されていたが、成功したのは最初
の2回のみである

ベント成功と判断

操作実績

※3月13日 11：17 AO弁閉確認

大弁
小弁
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建屋線量に関連する情報
月日 時刻 3号機 4号機
3
月
13
日

8:40～
9:10 

9:20
9:28

12:30

14:31

運転員は RHR 注入弁を手動にて開操作し，
D/Wスプレイの弁を手動にて閉操作して原子
炉代替注水ラインへ切り替えた。(ここまでは白
いもやに関する記述無し)
PCVベント（1回目）
この頃，原子炉建屋１階は，霧が充満したよう
にモヤモヤと白くなり，線量計の数値が上昇し
て来たため，現場から退避。※1

PCVベント（2回目）

原子炉建屋二重扉北側で300 mSv/h 以上
（中は白いモヤモヤ状態），南側100 mSv/h 
との測定結果が報告された。※1

【ベント準備作業に関する記述】
9時10分頃、(中略)具体的な時間は不明
であるものの、遅くとも同日14時31分頃
までの間に、3号機R/B1階南側で作業し
ていた復旧班は、R/B内のいずれかから
「シューッ」という音を聞き、周囲がそ
れまでよりも濃いモヤで包まれたため、慌
ててR/B外に退避した。※2

3
月
14
日

4:08

10:30頃

11:01 原子炉建屋爆発

運転員は使用済燃料プール水
温が84℃であることを確認した。
※1

※1東京電力株式会社、福島原子力事故調査報告書、平成 24 年6月 20 日
※2東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員会、最終報告、平成24年7月23日

３月１４日に発電所対策本部復旧班が４号機使用済燃料プールを
確認するため原子炉建屋最上階にあるオペレーティングフロアへ
向かったが、原子炉建屋内の線量が高い状態にあり、オペレーティ
ングフロアへたどり着くことができなかった。
原子炉建屋入域後、10～15 秒で 4 mSvのアラーム（APD）が鳴り
退避。その後、再入域しようとして原子炉建屋への扉を開けたとこ
ろ手持ち線量計の最大レンジ（1000 mSv）を振り切ったため入域
を断念。※1

線量(APD警報)
に関する記載なし
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3号機格納容器からの漏えい
二重扉(北側)

3月13日14:31頃 300 mSv/h以上※

機器搬入用
エアロック

MSIV室

漏水箇所

東京電力資料及び政府事故調報告書より抜粋一部加工

北側の開口部から漏えいの可能性

二重扉(南側)
3月13日14:31頃 100 mSv/h※

※原子力災害対策本部、「国際原子力機関に対する日本国政府の追加報告書 -
東京電力福島原子力発電所の事故について- （第2報）」、平成23年9月

MSIV室の北側と南側上
部にブローアウトパネル
が設置されている

• 3号機で測定された建屋内線量は、1号機での測定
結果と同程度であったが、他方、ベントガスが逆流
した4号機での測定結果の数分の1程度でもあり、
4号と同様にベントガスの逆流の可能性がある

• 当時の現場の状況からは、PCVからの漏えいが示
唆されるが、ブローアウトパネルの状態確認等、3
号機での追加調査が必要

• ただし、その後のPCV圧力の推移から、漏えいが
発生したとしてもプラントの圧力挙動に影響を及ぼ
す規模ではなく、微小な漏えいと考えられる
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ベント前の崩壊熱、FP等の輸送

圧
力
容
器

ベント管

圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
か
ら
の

気
相
漏
え
い

S/RV
②

ベント実施前からD/W圧力が
S/C圧力よりも高い
→RPVからD/Wへの漏えいが
生じている

D/W

S/C
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D/W側での線量上昇

原子炉建屋への漏えい

炉心からD/WへのFP放出
(S/Cでは上昇傾向が見られない)

3月14日4時頃には、前頁の②(RPV→S/C)は主たる輸送経路ではなくなっている
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ADSの開状態について

S/Cが先行して
圧力上昇

ベント弁が閉じた後にS/C圧力が先行して上昇していることから、蒸気がS/Cへ輸送されている
→ADSは開状態を維持

RPVの下部ヘッドが健全であ
れば、ADSは開状態が維持さ
れていない（次頁）

ベント成功と判断

操作実績

※3月13日 11：17 AO弁閉確認
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3月13日 14：10 ベント弁閉と判断
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RPV圧力
（注）ピーク高さは2 MPaAを超えている

引用：東京電力ホールディングス株式会社、「福島第一原子力発電所1～3号機の炉心・格納容器の状態の推定と未解明問題に関する検
討第５回進捗報告」、平成29年12月25日

引用

大小の圧力スパイクが発生している
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ADSの開状態維持について

RPV下部ヘッドに水位を形成
できないほどの規模の漏えい
は生じていない

ADSが開状態を維持していれば、主たる蒸気放出先がS/C
となるため、D/W圧力よりもS/C圧力が先に上昇する

2回目のベントが閉じた時点では、ADSは開状態を維持していない

ベント閉
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) RPVの圧力スパイク発生時に、D/W圧力が上昇
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RPV下部ヘッドの損傷時期について

圧力スパイクが生じていること
から、RPV下部ヘッドに水位を
形成できないほどの規模の漏
えいは生じていない

RPVでの突発的な圧力上昇は、溶融燃料が下部プレナムに落下す
ることで生じていると考えられる
→ 下部プレナムに冷却材が存在

圧力スパイク

R
P

V
と

D
/

W
の
圧
力
差

(k
P

a)



10

D/Wでの水位形成後の圧力上昇

14日1時10分に逆洗弁ピット内の海水が残り少なくなったことから、一旦消防車を停止し、消防車を逆洗弁ピットに寄せてホースの
吸い込み位置を深くするなど取水位置の調整を行ったところ、海水を引くことができ、14日3時20分に海水注入を再開した。

注水が中断されているた
め、注水以外の要因によ
る圧力上昇

引用：原子力災害対策本部、「国際原子力機関に対する日本国政府の追加報告書 -東京電力福島原子力発電所の事故について- （第2報）」、平成23年9月

D/W床面に水
位が形成

第14回検討会資料より抜粋
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圧力バウンダリの状態

RPV下部
ヘッド

ADS 開維持 閉状態開→閉

D/Wにデブリ
が存在

大規模な漏えいは生じていない 大規模な漏えいが発生し、
D/Wへデブリが移行

※ベント実施以前に、RPVからD/Wへの漏えいは生じている

外部注水
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今回のまとめ
• ベント実施前からRPVからD/Wへの漏えいが生じてい
たが、
– 3月13日16時頃までは下部プレナムに冷却材が保持されて
いたと考えられる

– 3月14日1時頃にはD/W床に溶融炉心が移行していたと考
えられる

– したがって、上記の間に下部ヘッドに大規模な損傷が生じた
と推定される

• 3号機ではベントの準備終了とほぼ同時期にADSの起
動によりラプチャディスクが破れ、ベントが成功したが、
– 炉心損傷後の状況において、ADSは開状態が維持されず、
閉止したと考えられる
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これまでの議論から
• 全交流動力電源喪失時に、PCV外部からの窒素供給が途絶えた
場合、S/RVは中間開の状態になると考えられる

• 炉心損傷後の高温環境下では、S/RVのバネの押し下げ力が低下
し、安全弁として動作する圧力が低下することが確認された

• ベント実施以前に、RPVからD/Wへの漏えいが生じていた
• 3号機ではこれまではPCV圧力の低下をベント成功と解釈されてき
たが、
– 成功したベントは最初の2回のみ（その後は4号機への逆流が生じない）
– S/Cの水位が高かったことから、D/WとS/Cの圧力差の変動によって

S/CからD/Wへの逆流が生じ、D/W床面まで水位が形成された
– 溶融炉心がD/Wへ移行したことで、D/Wが蒸気等の発生源になったと
考えられる

– 3月13日14時頃から3月14日21時頃までの圧力変動は、PCVからの
漏えいが継続しており、PCV内での蒸気等の発生量の変動による
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PCVベントの操作実績

引用：東京電力株式会社、「東北地方太平洋沖地震発生当時の福島第一原子力発電所プラントデータについて」にお
けるプラントデータの追加・訂正について 、平成 25 年 7 月 17 日

参考
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3号機における関連作業記録

引用： 東京電力株式会社、福島原子力事故調査報告書、平成
24 年6月 20 日
着色は著者

参考
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４号機における主な時系列

引用： 東京電力株式会社、福島原子力事故調査報告書、平成 24 年6月 20 日
着色は著者

参考


